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●コロナウイルス・オミクロン株全国的に市中感染広まる 

 沖縄や山口 広島など米軍基地の存在するところを拠点に大阪も第６波の懸念大きくなってき

ています。不要不急の外出の一層の自粛が呼び掛けられました。悔しいけれど七草摘みの中止はや

むを得ない決定で拡大防止に協力できたのではないでしょうか。 

 

●中聖牛の石材木材の運び込み１月 13日(木)に決まる  

京都府サイクリングロードの補強は当日の７時 30 分から松美建設さんに着工していただき、滋賀

県中央森林組合から 7ｔトラックで木材の入荷、また和束砕石から 10t ダンプ 10 往復で石材が入

荷されます。重量車両がサイクリングロードを横断しなければならないので、その許可を京都府南

土木事務所から許可証を頂きました。これで中聖牛の資材はそろうことになります。1 月 29 日か

ら中聖牛の組立が開始されます。毎週土・日祭日等 8 日間を予定しています。多くの皆さん、お手

伝いにお出かけください。 

 

●これまで５年間竹蛇篭つくりや中聖牛の組立の伝統的河川工法の継承を目的にした取り組みは、

今のところ最後のチャンスになるだろうと予想しています。大変貴重な機会ですので是非一度経験

しておいていただきたいと思っています。もちろん参加料は無料です。ご参加者の方々には竹蛇篭

のつくり方の CD（里山の会製作）をお土産にお渡しいたします。参加せずに購入を希望されると

きは 2000 円と送料別で提供させていただいています。 

 

●地域説明会の準備で三連休奮闘  

正月休みに引き続いて 9・10・11 日と三連休が続きました。里山の会では地域説明会が 1 月 16 日

から始まります。また 13 日には中聖牛の石材（和束砕石）や木材（滋賀県中央森林組合）が現場

に納入されることになって、動きが激しくなってきています。6日には京都府南土木事務所に自転

車道の横断個所の許可届に終日奮闘いただき、一方木津川希少種生育調査管理業務のうち木津川市

加茂町の除草作業の実施、そして 11 日は地域説明会の展示物の整理、そして京都府交響プロジェ

クト交付金事業の事業報告書（カヌー教室）づくり、そして 22 日地域説明会と同時開催のイタセ

ンパラ講演会の準備とそれぞれが精一杯の作業をしていただきました。それに 12 日ごろには事務

所の移転のための仮事務所建設に備えなければならない日程になってきています。まさに今年は松

の内の気分を味わうなどとは考えられない忙しさです。 

 

●加えて、11 日に京田辺市普賢寺打田でのヤマトサンショウウオ（旧名カスミサンショウウオ）

の生息池において流出土砂が下の田圃に流入しているとの情報が届きました。このままでは絶滅危

惧種に指定され、絶滅の恐れのある生物になっているヤマトサンショウウオの貴重な生育場所が維

持されなくなるという事件が起きてきました。昨年末生育池に大量の土砂の流入があり、土砂を除

去する作業を行ったばかりで、基本的にはこれまで機能し

ていた流路を変更することにはならない範囲での流入土砂

の移動にとどめておいたものですが、心配な出来事が発生

したものです。 

 

●昨年春から秋にかけて西洋蜜蜂によって集約された「ハ

チミツ」が届けられました。何人かの皆さんから分けほし



いという希望があって、数人の方々が試食していただきました。売価は市販の半額に近い値段でし

たが、これはおいしいとの評判をいただきました。大々的に販売をしておりませんが、希望される

会員がおいででしたら残り数本のおゆずりが可能です。申し出てください。 

そのほか木酢液も昨年の熟

成した液 30 リットルほどが

手元にございますので、野菜

の防虫液として使用されると

化学薬品ではありませんので

有効かと思います。ご希望が

あれば里山の会迄ご連絡くだ

さい。 

このほか里山農園では季節

の野菜を極力無農薬に近い形

で栽培し、購入希望者にお届けしています。今年は飛び切り立派な大根が育っています。 

昨年の木炭生産は約 150kgできました。京の川の恵みの会、味見会でのバーベキューでご使用を

頂き火力が強く良い炭だとの評価をいただきました。かなりの量の木炭がございますのでご要望に

応えられます。大いに里山の会が生産している木炭をご利用くださればありがたいです。ご友人知

人の方々にお知らせ頂ければ有難いです。今年も一釜分（約 300㎏）生産する予定です 

 

 

 

 


